
FSI MARK GUIDELINES
国際フェアトレード原料調達(FSI)ラベル使用規定
2026 Spring

特定非営利活動法人フェアトレード・ラベル・ジャパン

The 
future
is fair



フェアトレード
サステナビリティのための信頼できるパートナーとして

フェアトレード
サステナビリティのための 信頼できるパートナーとして

フェアトレードは、持続可能性に向けた道のりにおいて信頼できる
パートナーとしての役割を強化するため、 2つの制度を導入していま
す。それは、「国際フェアトレード認証ラベル」の背景にある原料へ
の理解を深める取り組みと、独自のラベルを持つ「国際フェアトレー
ド原料調達（ FSI）制度」です。これらの制度により、企業やブランド
は、持続可能な製品を求める顧客のニーズに応える、倫理的で透明性
の高い選択肢をより効果的に提供できるようになります。また、これ
らの制度は、生産者や労働者がフェアトレードの条件でより多くの製
品を販売することを可能にし、それによって彼らの生活や労働環境を
改善し、生産性を向上させて収入を増やすとともに、環境への悪影響
を軽減することにつながります。

FSI制度は、フェアトレード基準が設定されているあらゆる商品に適用
されます。

FSI制度は、 あらゆる 規模の企業がフェアトレード に関与し、生産
者や労働者への取り組みを 強化し 、売上を伸ばし、 サプライ
チェーン におけるリスクを低減するための新たな選択肢です。企
業やブランドは、複合 製品に使用する 単一のフェアトレード原料
を調達することができるようになります 。

FSIの下では、 複合製品に含まれるフェアトレード原料の 100 ％
が、フェアトレードの条件に基づいて調達されなければなりませ
ん。複合製品に含まれるその他の原料 については、 フェアトレー
ドとして 調達する必要はありません（ただし、複数の 原料が調達
される場合もあります。 11ページを 参照）。 企業が製品群、 ライ
ン、 または カテゴリーごとに 調達を行う場合 、選定された 関連原
料の100 ％をフェアトレード条件に基づいて調達しなければなり
ません。 例えば、 「 シリアル製品に含まれる全ての カカオ 」などが
あります。ただし 綿は例外で、フェアトレード ・ トレーダー基準
では、 綿製品は製品組成100％ルールが適用除外 となっていま
す。

フェアトレードの独立した認証は、 FSI制度の核心的な要素であ
り続けています。その基準に基づいて調達された原料は、フェ
アトレードの社会的、環境的、経済的基準のすべてに準拠して
認証されていますが、製品ごとの対象原料を減らすことで、監
査手続きが簡素化されています。 加工流通過程の管理(CoC)の方
式はフェア トレード基準 によって定められており 、 マスバランス
が認められるのは カカオ、 砂糖、 フルーツジュース、 および紅茶
のみです。 フェアトレード調達コットンは例外であり 、脱綿工程
を経た後に FSI制度で取引される綿花についてもマスバランスが
認められています 。 この商品には独自の ガイドラインが 設けられ
ています 。 その他のすべてのフェアトレード製品については 、 物
理的なトレーサビリティが 必須となります 。

特定の単一原料をフェアトレード条件で調達することを選択した
企業やブランドは 、 FSIラベル を使用します 。 従来通り、複合製品
のすべての原料をフェアトレード条件で調達することを選択した
企業やブランド （つまり、 フェアトレード認証 が可能であるものは
すべてフェアトレード認証を受けている）は、世界で最も信頼さ
れている倫理的ラベルである「国際 フェアトレード認証ラベル 」
を製品に貼付します 。 FSIラベルと国際フェアトレード認証ラベ
ル、店頭や、企業やブランド 独自の製品ラインナップ を紹介する
際に、併せて 表示することができます 。

これらのフェアトレードの取り組みは、生産者 とのパートナー
シップを強化し 、 農家や労働者が取引や労働関係においてより主
体的な立場を築けるように 支援し 、公正で持続可能な ビジネスを
構築することで、将来にわたって持続可能な サプライチェーンの
構築に貢献しています 。
これらは、企業が 持続可能な製品の売上拡大を通じて 、持続可
能性に関する 取り組みを 推進しつつ、消費者のニーズに応える
ことを可能にします 。

そして何より重要なのは、 フェアトレードのラベル が付いた製
品を購入することが賢明な 選択であるという消費者の 信頼を
高め、フェアトレード生産者 により 公正な取引の機会をもた
らすことです 。
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FSIの仕組み-基本的な例

はじめに

本ガイドラインについて

本ガイドラインは、国際フェアトレード原料
調達(FSI) ラベル の使用方法に関する指針を 提
供するものである。 本ガイドラインは、 フェ
アトレードの 整合性と価値を保護するために
作成され、国際 フェアトレード認証ラベル 使
用規定を補完する詳細な参考資料として 設計
されている。

パッケージや販促の 例を 示すセクションが含
まれている が、 すべての事例を網羅する こと
はできない。明確な 説明やさらなるアドバイ
スが必要な場合は、最終ページ の連絡先へ問
い合わせること 。

本ガイドラインに記載の内容および管轄の
フェアトレード組織 (NFO)またはフェアト
レード・ インターナショナル (FI)の指示に従
うこと 。

この 文書では、 以下の用語が使用されてい
る：

必須/しなければならない – 義務
推奨 /してもよい -最良の実践
可能/できる – 任意

FSIの導入とFSIラベル

FSIラベルを 使用するためには、 複合製品ま
たは製品群やカテゴリーにおいて、 選択さ
れたフェアトレード原料の 100% がフェア
トレード 条件で調達されて いなければなら
ない。

この コミットメントは、 企業やブランドと
管轄のフェアトレード機関 （ NFO） または
フェアトレード・インターナショナル
（ FI）との間の FSIライセンス契約に定めら
れている。

フェアトレード・トレーダー基準では、 コッ
トン 製品は100 ％製品構成ルールから 除外さ
れている。
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FSI制度は、 フェアトレードにより 持続可
能な社会への取り組みを 企業が導入する
ための2つの革新的な 方法を提供する：

⚫ 複合製品のラベリング（オンパック）

FSIライセンス 契約が締結され、 NFOまた
はFIが製品を承認した 場合、製品に FSIラ
ベルを 表示することができる 。

⚫ 製品パッケージ外のラベリング（オフ
パック）

法人やB2B、 B2Cの広報手段として 、販
促資料に FSIラベルを使用することができ
る。販促広報 は、 FSIラベル付き 製品が市
場に出回って から開始できる 。また、
B2Bのオフパックコミュニケーション
は、 調達が検証されてから 開始される。

この新しい 方法でフェアトレードを導入す
ることは、 企業のサステナビリティの 主張
が第三者によって 検証され、認証さ れたも
のであることを消費者に保証することにな
る。

それと同時に、 FSI 制度は、あらゆる規模の
企業がフェアトレードに 関与し、生産 者へ
のコミットメントを深め、売上げを伸ば
し、サプライ チェーンの リスクを 軽減する
ための代替的な方法である。



国際フェアトレード認証ラベル
概要

FSIラベル製品が販売される場所では、店頭で国際フェアトレード認証ラベル (FAIRTRADE)
と併用することができる。

なお、 2025年をもって、 3つのフェアトレード 原料調達プログラム は完全に廃止された。

国際フェアトレード認証ラベル (FAIRTRADE Mark)

広く知られている国際フェアトレード認証ラベルは、 ®をラベル内に組み込む形で
更新された（国際フェアトレード認証ラベルが商標登録されている市場で使用され
る）。左下は、コーヒーのように、その原料が 100 ％フェアトレードであり、物理
的に追跡可能であることを示している。右下は、紅茶など、 100 ％フェアトレード
である原料が、マスバランス方式に基づいて取引されたことを意味する。

チョコ バーのように複数の原料を使用する 製品では、 フェア トレードで入手でき
る原料はすべてフェア トレードの 条件下で調達さ れる。 この場合、 右下の矢印ラ
ベルは、 消費者に フェアトレード 原料の詳細についてパッケージの裏面の説明を
参照するよう促している。

国際フェアトレード原料調達ラベル（ FSIラベル）

FSIラベル は、左下の国際フェアトレード認証ラベルのデザイン
に合わせることで、 消費者がより 認識し やすくなると 同時に、
革新的なフェアトレード制度の表現として 差別化する ために 考
案された。 このデザインは 、フェアトレード 原料調達プログラ
ムのラベルからの 流れを汲むもの でも あり、 3つのプログラムか
ら始まった国際 フェアトレード原料調達制度の発展を反映した
ものでもある。 原料タブが 分離された こと で、 すべてのフェア
トレード原料が対象となり、柔軟性のある FSI制度が提供されて
いる。

国際フェアトレード認証ラベル は、 生産者と労働
者がより公正な貿易条件を得ることができ、その
原料が使用された小売製品が購入されることで、
利益を得ることができるというメッセージを強化
するための、 独立し、信頼され、広く認知された
認証を示している。

国際フェアトレード認証ラベルは、 消費者が商品
を 購入することで 、 開発途上国の人々や地域社会
の生活が改善さ れるという 高い信頼を消費者に与
えるものである 。

これらのラベルは、国際 フェア トレード基準（保
証） への遵守を示す 新しい フェアトレードのブラ
ンド設計の 一部であり、 商品棚に共に陳列 される
ことで、 消費者が社会的、経済的、 環境的にサス
テナブルな 製品を購入する際に、 より広く透明性
の高い選択肢を 提供する ことができる。

これらのラベルを パッケージや 販促物に 使用する
場合は、印刷物やデジタルの出版前に、 各国の
フェアトレード機関 (NFO)またはフェアトレード・
インターナショナル (FI)による 承認が必要であ
る。 小売用パッケージへ 使用するには、 対応する
ライセンス 契約を各国のライセンス機関と締結す
る 必要がある。

すべてのFSIラベルバージョンに関する 重
要な注意事項

FSIラベルが商標登録されていない地域の市場
では、 パッケージやその他の 素材に適用される
前に、 ロゴのデザインから ®を 削除しなければ
ならない。 商標及び認証ラベル 登録に関する情
報は、各国のライセンス機関に問い合わせるこ
と。
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パート 1： FSIラベルの概要
インターナショナル 版

企業がFSIライセンス 契約を結び、製品が各国の
フェアトレード機関 (NFO)またはフェアトレー
ド・インターナショナル (FI)によって承認 さ れた
場合に、製品に FSIラベルを 表示することができ
る。 企業がオフパック (パッケージ外 )のみに掲載
する ことを 選択した 場合には、 B2B用途でFSIラ
ベルを使用する前にボリュームコミットメント の
検証を受けなければ ならない 。

タブの矢印は、 消費者に対して、 パックの 裏面
または側面に記載されている 詳細情報を参照
するよう促す もので、 この場合は、 マス バラ
ンス条件下で 取引されている原料について 言及
して いる。

インターナショナル 版
FSIラベル にはカラー 版と黒＆グレー 版がある 。
FSIラベル はカラー版 の使用が強く推奨される。
黒＆グレーの FSIラベルは、 印刷や技術上の制限が
ある 場合の特例として 使用すること 。

FSIラベルのデータ ファイルは、フェアトレード
機関が提供するデータのみ使用される。 指定外
の色を 使用したり編集することは できない。 FSI 
ラベル のベクターファイルは 、 FSI ライセンス契
約締結時に NFO または FI から提供される 。

タブの原料名は、 地域市場のみで販売される製
品であれば、その国の言語に翻訳することがで
きる 。ラベルの 翻訳および 国境を越えた越境 販売
の際には、管轄の NFOまたは FIに問い合わせるこ
と。

カラー 版
（マスバランス方式で取引される原料には矢印を付ける）
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パート： ラベルの概要1 FSI

版Max Havelaar 

パート1：FSIラベルの概要
Max Havelaar 版

Max Havelaar 版

FSIラベルに MAX HAVELAARのメンバーであるこ
とを示すストラップラインが入っており、カラー
版とモノクロ版がある。

これらのバージョンのラベルは、主にフランスと
スイスに拠点を置く企業が販売する製品にのみ使
用できる。その他の市場については、前ページの
国際版を使用すること。

前ページのFSIラベルのインターナショナル版に
記載されているすべてのガイドラインが適用され
る。

全バージョン に関する重要な注意点

国際フェアトレード原料調達ラベル (FAIRTRADE 
Sourced Ingredient Mark) が商標登録されていな
い市場では、 パッケージやその他の素材に FSIラ
ベルを使用 する前に 、デザインから ®マーク を削
除する必要がある。 商標・認証ラベル の登録に関
する 情報は、 ライセンス機関に問い合わせるこ
と。連絡先 は最終ページに記載されている。

カラー 版
（マスバランス 方式で取引された原料には矢印を付ける ）
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パート 1: FSIラベルの概要
基本の ルール

排除区域の確保

FSI ラベルをテキストや グラフィックの近く に配置
するときは、 FSIラベルの視覚的な独立性を保持す
るため、 FSI ラベルの周囲に原料タブを 除いた FSI 
ラベル の幅Xの1/2Xに相当する 明確なスペースを確
保しなければならない 。

スペースが限られている場合、 例えば、 小さな
パッケージ 、 タグ 、シールに表示する場合に
は、 排除区域を最小 1/4 X幅に縮小することがで
きる。

FSIラベルが他の認証ロゴの 隣に使用される 場
合、 オフパック (パッケージ外 )用途においても、
この排除区域が確保さ れなければならない。

最小サイズ
FSIラベル は、 包装または 販促品のサイズに 見
合った 大きさで使用さ れなければならない。 サ
イズガイドは、 FSIラベル の推奨サイズの選択を
ガイドする ために作成されている。 推奨される
最小サイズは横 幅(X)9mm である 。

2つの原料タブ
FSI 制度に基づいて入手 された フェアトレード 原
料が最終製品に 2 つ含まれる場合、 FSI ラベル
は製品または オフパック販促物に 2 つの原料タ
ブを付けて 使用することができる。タブの 最大
数は2つまでである。 販促物には、 2つの個別の
FSIラベル を使用することもできる 。

最終製品にフェアトレード原料が 2つ以上含まれ
ている 場合、 規定の国際フェアトレード認証ラベ
ルを使用することができるか については 、 各国の
フェアトレード機関に 相談すること。

原料タブ は最大2つまで 。

含有量の多い原料を左に配置す
ることを推奨

黒＆グレー版

特例： 黒色要素は黒色のまま、
カラー 要素は75％の黒色で印
刷される。

排除区域

FSIラベル のすべてのバージョンに 適用される

白のみ
例外： クリスタル ボトルなど、 白1色が使用され
る場合、白の要素のみで印刷できる。

サイズガイド

サイズ 最大サイズ

（幅）

最小サイズ

（幅）

A1 (594 x 841 mm) 66 mm 60 mm

A2 (420 x 594 mm) 46 mm 42 mm

A3 (297 x 420 mm) 33 mm 31 mm

A4 (210 x 297 mm) 21 mm 19 mm

A5 (148 x 210 mm) 17 mm 15 mm

A6（105×148ミリ） 15 mm 13 mm

A7 (74 x 105 mm) 13 mm 11 mm

A8（52×74ミリ） 11 mm 9 mm

スティックシュガーなど 9 mm 7 mm

7

※タブの矢印は、消費者に対して、パックの裏面または側面に記載されている詳細情報

を参照するよう促すもので、この場合は、マスバランス条件下で取引されている原料に
ついて言及している。
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パート 1： FSI ラベル の概要
認証ラベルの表示禁止例

FSIラベル の外観を保持することが重要 である。 こ
のラベルはいかなる 場合にも、変更、再製作、 歪
曲しては ならない。 この禁止 事項には、 FSIラベ
ルのパーツの 追加、削除、 変更も 含まれる。 FSI
ラベルは、 原料タブ なしで決して製品に使用して
はならない。

海外で販売する 場合、タブの原料表示は翻訳しな
いこと 。

翻訳の例外
販売される市場 が限定される場合、 原料タブの 文
字が地域言語で表示さ れたファイルを、その地域
のライセンス機関が 提供することができる 。

FSIラベルのデータ ファイルは 、 フェアトレード機
関が提供したバージョンのみを 使用すること。

FSI ラベルの原料タブは、 変更したり

書き換えたりしてはならない 。

FSIラベルを 引き伸ばし

たり 歪ませたりしては な
らない 。

マス バランスを示す矢

印はFSIラベル から外し
てはならない 。
ただし サプライ チェー
ン全体において 自主的
な物理的トレーサビリ

ティ （ VPT） を有して
おり 、 FLOCERTに認
証されている 場合を除
く 。

FSIラベルにフレームをつ

けたり他のデザインに 組
み込んでは ならない。

FSIラベル の色はいか

なる場合にも変更し
てはならない 。

FSIラベルを斜めに傾けた

り回転させては ならない。

唯一の例外は、 素材全体が同じ
角度で傾いて いる 場合である 。

FSI ラベルの枠線は、 フェア

トレード機関の マーク に似
せて削除してはならない。

原料タブのない FSI

ラベル は決して製
品に使用してはなら
ない。 条件付きオ
フパック使用につ
いては 16ページを

参照。

8FSIラベル使用規定 FLJ文書番号： C-B07-R30 V2.0 FSI MARK GUIDELINE © Fairtrade International 2026



パート 2： 製品パッケージ
FSI ラベルと説明文 の配置（基本のルール）

ブランド階層ルール
FSIラベル を配置する際には、ブランド階層ルー
ルに従わなければ ならない ： FSIラベルはブラン
ドロゴより目立たせず、ブランドロゴから離れた
位置に配置し、可能な限り左下に配置する（基本
位置）。この位置を逆にし、ブランドを下側にし
た場合、 FSIラベル は上側に配置することができ
る。
製品パッケージに FSIラベルを配置する場合、裏
面または側面に FSI説明文を必ず記載すること。

パックの 表面には、 ブランド名と製品名を
はっきりと表示しなければならない 。

FSIラベル は通常パッケージの下方 に配置す
る。

FSI説明文は通常パッケージの裏面または側
面に記載されるが、 表面に記載することも
できる。説明文の 横にFSIラベルの矢印を付
ける ことが義務付けられている。

1

2

3

4 スペースに余裕がある場合は、 FSI説明文の
横に原料タブ（矢印の 有無に関わらない ）
の表示を推奨する。

※商品名について
FSI制度では、フェアトレード基準に従い、カカ
オ、砂糖、茶 、フルーツジュースのマス バランス
が適用される。 これら 4つの原料は物理的トレー
サビリティが確保できないため、製品名および
説明文に「フェアトレード」「 Fairtrade 」の表
現はいかなる場合にも認められない。

カカオの例：
フェアトレード調達 カカオ 製品
フェアトレードカカオ製品
フェアトレード認証カカオ 使用

FSI説明文とFSIラベルの矢印

FSIラベルの矢印は FSI説明文の横に
付ける ことが義務付けられて いる。
※スペースがあれば、矢印の代わり
にFSIラベル、タブを表示してもよ
い。

FSIラベルの基本位置

FSIラベル は可能な限
り 左下隅に配置する
ことが推奨される。

フェアトレード説明文と 原料タブ
スペースに余裕がある場合は 、 FSI説

明文の横に、 原料タブ （ 矢印あり／な
し ） の配置を推奨する。

全てのフェアトレード(Fairtrade) 
カカオはマスバランス方式により、
非認証カカオと置換または混合され
ることがあります。詳細はこちら：
fairtrade.net/jp -jp

4

9

Brand Name

Multi fruit 
juice

全てのフェアトレード
(Fairtrade) マンゴーはマス
バランス方式により、非認
証マンゴーと置換または混
合されることがあります。
詳細はこちら：
fairtrade.net/jp -jp

反転された配置

下がブランド 名、 上が
FSIラベルの配置も可 。

Body 
Lotion

Brand

1

2 3

Brand Name

Muesli

FSIラベルの代替位置

FSIラベルは他の位置に配置
してもよい。
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パート2：製品パッケージ
FSIラベルと説明文の配置

パッケージの表 面、 側面、裏面、または オフ
パックの表示

FSIで認証を受けた 製品における FSIラベルの配置
位置は柔軟である。 FSIラベルは 、 包装の表面、
裏面、側面、あるいは 包装上に全く なしに （オフ
パック） 使用することができる 。 この 柔軟性に
おいて、 各オプションに 適用さ れるガイダンス
に従うことが求められる 。 以下のページでは、
様々な形状の包装における FSIラベルの柔軟な配
置を 示す。

認証ラベルを パッケージ内 に使用する場合、包
装の裏面、側面、または 表面にFSI説明文を使用
する ことが義務付けられている。

パック表面
FSIラベル が表面に出ている場合 。 上段の例。

パック 裏面または側面
FSIラベル がパックの背面 または側面に配置され
る場合は、 FSI説明文に隣接して配置 すること 。

FSIラベル と付属する FSI説明文は、それらが 配
置さ れる場所において明確かつ読みやすくなけ
ればならず 、 商業上または法律上の情報と 混在
しては ならない。 FSIラベル がパックの側面ま
たは裏面にあり、 店頭広告が使用さ れる 場合、
FSIラベル と共に誘導文を記載しなければならな
い。 例：製品裏面 /側面のフェアトレード
(Fairtrade)原料調達ラベルをご覧ください

注記：
フェアトレード 原料の含有量が極めて低い複合
製品への配置については、 各国のフェアトレー
ド機関またはフェアトレード・インターナショ
ナルに相談すること。

パック表面
フェア トレードライス

入りパック 総菜

パック表面

フェアトレード ハチミ
ツ入りクッキー

10

パック 側面
レイアウトが 要因の

場合など

パック背面

含有率が少ない 場合に推
奨される （ 例： バニラや 胡
椒）

Body 
Lotion

Brand

y be
tified

balance
trade.

Fairtrade cocoa
ma mixed with
non-cer cocoa,
on a mass basis.
Visit info.fair
net/sourcing

B r a n d N a m e
Fresh fish, vegetables a n d rice

Full rice content is Fairtrade certified,
traded, audited and sourced from
Fairtrade producers. For more visit
info.fairtrade.net/sourcing

B
ra

nd

Full pepper content is

Fairtrade certified, traded,

audited and sourced from

Fairtrade producers.

For more visit
info.fairtrade.net/
sourcing

B
ra

nd

hot sauce

Brand Name

COOKIES
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パート2：製品パッケージ
FSIラベルと説明文の配置

2つの原料タブ
製品に2つのフェア トレード 原料が含まれる場
合、 2つの原料タブを使用することができる。 ど
ちらの 原料を 主と すべきかは、管轄 する NFOが指
示する。

FSI条件に基づいて調達された原料が 2種類以上
含まれている製品であっても、パッケージに記
載できるのは 2種類のタブのみである。 FSI説明
文には、 タブに 含まれていない原料も含め、
フェアトレードで調達された 原料をすべて記載
しなければならない。

個々の製品に2つ以上の原料を使用 する場合
は、 NFOに相談すること。

プロモーション・コミュニケーションでは 、 対応
する個々の FSIラベルを使用することができる
（ 19ページ参照）。

オフパックでの 使用
企業はパッケージ に FSI ラベル を表示しないこと
を 柔軟に選択できる。 FSI ラベルを表示しない
場合、 製品がフェアトレードとして調達されたも
のであることを示す文章も パッケージに表示する
ことはできない 。

英国での販売
09-12ページに適用 ： 英国での販売において、 ラ
イセンシーがブランド・オーナーでない場合、
FFLコードを パック の前面、側面、または背面に
表示し、判読可能で なければならない 。これは
FLO IDではないため 注意すること。

2つの原料に2つのタブ
マンゴージュースと 紅茶のアイスティー

2つの原料に2つのFSIラベル

表面に1つのFSIラベルと原料タブ (例：紅
茶)、裏面に 1つのFSIラベルと原料タブ
(例： 砂糖)

11

Brand name

Ice tea
Brand name

Ice tea

The quantity of tea and
mango juice required for
this product are sourced,
traded and audited as
Fairtrade, ensuring tea
and mangoproducers receive
Fairtradeterms. They may be mixed during

processing with non-certified tea
and mango juice, so that the total
matches the amount sourced as
Fairtrade (mass balance). For
more information visit
info.fairtrade.net/sourcing

Selling more of their tea and sugar on

Fairtrade terms enables Fairtrade
producers to get fairer trading conditions, 

stimulate social change and engage in

environmental protection.

The quantity of tea and sugar required for

this product are sourced, traded and
audited as Fairtrade, ensuring tea and

sugar producers receive Fairtrade terms.

They may be mixed during processing with

non-certified tea and

sugar, so that the total
matches the amount

sourced as Fairtrade (mass
balance). For more visit

info.fairtrade.net/sourcing
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パート2：製品パッケージ
FSIラベルと説明文の配置

コーヒーは 2021 年8月にFSI制度に追加された。
これにより、フェアトレードコーヒーを原料に
含む複合製品にも他と同様の FSI条件により、
FSIラベルが使用できるようになった。

非食品のFSIラベル

化粧品
FSI制度は、 フェアトレード 原料を わずかな 割合
のみ含む化粧品などの複合 製品に使用するのに
適して いる。 パッケージに FSIラベルを配置する
際の柔軟性も FSIの利点である。

コットン
フェアトレード調達コットンについては専用の
ガイドラインがあるので、 詳しくは あなたの国
のライセンス機関に問い合わせること。連絡先
の詳細は最終ページにある 。

ゴールドは FSIに該当しない
フェアトレード・ゴールドは FSI制度には含まれ
ていないが、フェアトレードはゴールド 調達プロ
グラムのオプションを 提供している。 詳細につい
ては、各ライセンシング 機関に問い合わせるこ
と。

パック前面
FSIラベル が基本位置の反

対側にある場合

FSI説明文と原料 タブ
スペースに余裕がある場合

は、 FSI説明文の横にある 原
料タブ（ 矢印の有無は問わ
ない ）の掲載を 推奨

FSIラベル と説明文の両方を パック 裏面に表示

FSIラベル はパック 裏面に表示でき 、 FSI説明文も
隣接して 表示できる。

化粧品のFSIラベル

FSIラベル はパックの前面
もしくは背面や側面 に配
置することもできる。 そ
の他の例は9・ 10ページ参
照
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パート2：製品パッケージ
FSIラベルと説明文の配置

タグ、ラベル、 ステッカーなどでの配置

パッケージ上と同じ原則が適用される。 FSI
ラベル は前面、側面、 背面のいずれにも使用
できる。

9ページのヒエラルキーの原則も 適用さ れる。

ミックスブーケ -
認証・非認証の花を組み合わせたブーケ
FSIタブに記載される同じ種類の花は、すべて
フェアトレード認証を受けた花でなければな
らない。例えば、ミックスブーケに含まれる
すべてのバラは、フェアトレード認証を受け
た農場から調達されたものである。

ミックスブーケのラベル
フェアトレード認証のバラやその他のフェア
トレード認証の花を含むブーケについては、
FSIラベルおよび説明文を、セロファン包装
紙、吊り下げタグ、粘着ラベルなどに印刷す
ることができる。

フェアトレード調達フラワーの FSI説明文は、
15ページを参照すること。

製品表示必須項目

⚫ ブランド 名
⚫ FSIラベル（オフパックの場合を除く）
⚫ フェアトレード調達フラワーの FSI説明文
包装の種類により、 前面または側面 、 背面の
FSIラベルの横に記載 することができる。
※商品名やタイトルを記載することを 推奨

オフパック (パッケージ外 )での使用（タグ、 ラベル
などへの 使用は該当しない）
前ページの「オフパック使用」を参照。

ミックス ブーケ
FSIラベル・原料タブ：ローズ

（バラ） をシール ラベルに 貼付
したもの

ステッカーラベル
ローズ（バラ）の FSIラベル と

説明文

13

全てのバラはフェアトレード(Fairtrade) 認証
生産者から調達され、取引および監査が行わ
れた国際フェアトレード認証品です。

詳細はこちら： fairtrade.net/jp -jp

ブランド名

フラワーブーケ

Brand name

Flower Bouquet
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製品が販売される地域において適用されるすべての法令に、
製品パッケージが適合していることを確立する 責任はライセ
ンシーにある。 ライセンシーは各国の法令遵守に最終的な責
任を負う。
フェアトレード機関の職員は、フェアトレード認証とは関連
のない、 ライセンシーによるサステナビリティ主張（ブラン
ド、企業、法人、製品所有者、認証トレーダーなど）の審査
には関与しない。

フェアトレードに関する任意の説明文の一式は改定されてお
り、その内容は 16ページに記載されている。

2025-2026年改定版FSI説明文

フェアトレードは、欧州連合の 「グリーン移行のための消費者エ
ンパワーメント指令」 の要件に準拠させるため、パッケージ記載
の表示内容を改定した。同指令は 2026 年3月までに EU加盟各国
の国内法に組み込まれる必要があり、 2026 年9月27日に適用開始
される。

この指令の目的は、根拠のない、あるいは誤解を招くようなサス
テナビリティに関する表示の使用を禁止することにある。また、
この指令では、サステナビリティラベルは、独立した第三者機関
による検証を受けた認証制度に基づくか、あるいは公的機関に
よって策定されたものでなければならないと規定している。
この指令のもう一つの要件は、企業が掲げる各サステナビリティ
表示の文言が、明確かつ真実であり、誤解を招くものでなく、消
費者が容易に理解できるものでなければならないという点であ
る。サステナビリティ表示は、その表示が記載されている包装内
の製品を指すものでなければならない。

適用範囲

FSIのパッケージ表示に関する今回の世界的な更新は 、 EU域内で
事業を展開しているか否かに関わらず 、 フェアトレード 機関と
ライセンス契約を締結 している すべてのフェアトレード 商業
パートナー に適用される 。

FSIラベル使用規定 FLJ文書番号： C-B07-R30 V2.0 FSI MARK GUIDELINE © Fairtrade International 2026 14

必須表示事項

FSIラベル を表示するすべての包装材の 背面、 側面、または前面に
は、 フェアトレード 認証を受けた 原料を明記し、関連するフェア
トレードのウェブサイトを記載した FSI説明文を記載することが義
務付けられる。 FSI説明文は、 少なくとも 1つの言語で記載するとと
もに、 パッケージ にフェアトレードのウェブサイト 情報を記載す
ることが義務付けられる 。

フェアトレードの ウェブサイト URL

フェアトレードのウェブサイトは、 FSI説明文の一部として、消費者
がフェアトレードの調達について詳しく知ることができるように設
けられている。国境を越える越境販売 については、インターナショ
ナルのウェブサイト（ info.fairtrade.net/sourcing ） を利用しなけ
ればならない。

各国フェアトレード機関 （ NFO） またはフェアトレード・マーケ
ティング機関 （ FMO） が存在する国でのみ販売される製品について
は、その国のウェブサイトの利用が 許可される。日本国内でのみ販
売される製品には、 FLJのウェブサイト（ fairtrade.net/jp -jp）を使用
すること。

トレーサビリティ の種類

物理的トレーサビリティか マスバランス方式か、加工流通過程の
管理(CoC)に基づいて、異なる説明文を使用すること。後者 につ
いては、 利用可能なスペース に応じて長さ を選択することがで
きる。

原産地表示

製品上または製品に関連して、マスバランス方式による カカ
オ、 砂糖、 茶、または フルーツジュース の特定の生産者に対す
るメリットを宣伝することは認められない。また、そのマスバ
ランス原料が パッケージ 内に物理的に含まれている ことを明示
的または暗示的に示すことも禁じられる 。

カカオ や砂糖の原産地表示をフェアトレード認証 に基づいて行う
ことは 認められない。これらの原料は マスバランス方式で取引さ
れているため、製品 パッケージ の中に認証を受けた カカオ や砂糖
が含まれていない 可能性があるためである 。

任意記載事項

スペース に余裕がある 場合は、任意で パッケージの裏面にも
FSIラベルを表示することができる 。

FSI説明文-概要
複合製品における物理的トレーサビリティおよ
びマスバランス方式の原料のパッケージに関し
て：

国際フェアトレード認証およびその認証ラベル
は欧州を拠点としており、その運用にあたって
は欧州法に準拠するものである。

フェアトレード調達原料（ FSI）制度における製
品組成は、国際フェアトレード認証トレーダー
基準の2.2.5 項において規定されている。

欧州連合の規制により、 フェアトレード原料お
よび／またはフェアトレード原料割合は、製品
の原材料表示（一括表示欄内）とは別箇所に記
載されなければならない。 太字フォントや記号
などの文字装飾または記号による識別要素は主
要な製品原材料表示内でフェアトレード原料お
よび原材料の含有率を示すために使用してはな
らない。

製品に含まれるフェアトレード原料および／ま
たは原料の配合割合に関する情報は、ライセン
シーおよび／またはブランドが運営するウェブ
ページ上で提供することが推奨される。この
ページのコンテンツは、承認を得るためにライ
センス機関に事前に提出しなければならない。

パッケージ上の FSI説明文（オンパック・クレー
ム）は、物理的トレーサビリティを有する原料
を使用した製品と、マスバランス方式で取引さ
れた原料を使用した製品とで異なる。パッケー
ジ上のFSI説明文は、少なくとも 1つの言語で記
載されなければならない。

本規定は法的助言ではなく、フェアトレードに
関連するサステナビリティ表示に関するガイダ
ンスにすぎない。

本改正はライセンシーが、製品がフェアトレー
ド・インターナショナルの基準および規制要件
に準拠していることをパッケージ上に引き続き
表示できるようにすることを目的としている。

必須情報
FSI説明文

https://eur-lex.europa.eu/eli/dir/2024/825/oj
https://eur-lex.europa.eu/eli/dir/2024/825/oj
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必須情報 説明文FSI

必須情報
FSI説明文

必須情報

これらの説明文は、オンパック および
オフパック (パッケージ外 )でも使用可能であ
る。

FSIラベルの使用、および それに関連する
いかなる 主張も、ラベルが 表示された 複合
製品、あるいは製品ライン全体または製
品カテゴリー全体において、記載された
原料の100 ％がフェアトレード認証原料と
して調達されている場合に限り、パッ
ケージへの表示が許可される。 他のフェ
アトレード制度と同様、表示対象原料に
おけるフェアトレード認証原料と非認証
原料の管理混合および割合混合は認めら
れない。

パッケージ上の FSI説明文は、当該製品が 上
記の基準を満たしていることを消費者や関
係者に示すものである 。 また、 FSIラベルの
意味を消費者に説明する役割を持つ。 表示
内容は、加工流通過程の管理 (CoC)の方式
（物理的トレーサビリティまたは マスバラ
ンス） に応じて 2種類あり 、それぞれ 利用可
能なスペース に応じて 2つの長さから選択で
きる。 各説明文の文言は、 EUのパッケージ
表示に関する透明性要件に準拠している 。

FSI説明文は、パッケージに 少なくとも 1つ
の言語で記載されなければならない 。 国境
を越えて 国際的に販売される製品について
は、多くの国で英語の使用が認められてい
るが、販売先の国の規制が 適用されるた
め、 それらを把握し遵守するのは ライセン
シーの責任である 。 製品に含まれる すべて
のフェアトレード原料は 、 FSIラベルに利
用可能な2つのタブに表示されていない場
合でも、説明文に含めなければならない 。

FSI説明文の翻訳は別途用意されている。
本規定では日本語版を記載する。

その他の情報
FSIラベルを掲載し ない製品 には、絶
対にFSI説明文を使用しないこと。

特定の原産地におけるフェアトレード生産
者への利益について、 カカオ、 砂糖、 茶、
フルーツジュース の生産者（マスバランス
原料）に関して言及することは認められて
おらず、そのマスバランス原料が パッケー
ジ内に物理的に含まれていることを、明示
的または暗示的に示唆してはならない 。

注記
* { } 内のテキストは 任意
* [ ] 内のテキスト は、 名前や情報に置

き換えること
* ( ) 内のテキストは 必須である。

例： (マスバランス方式 )

パッケージ上の スペースが限られてい
る場合に限り、短文版および省略版が
使用できる 。

全ての[物理的トレースがとれている認
証原料名]はフェアトレード (Fairtrade)
認証生産者から調達され、取引および監
査が行われた国際フェアトレード認証品
です。詳細は {こちら }：
fairtrade.net/jp -jp 

例A：全てのライス はフェアトレード
(Fairtrade) 認証生産者から調達され、取引
および監査が行われた国際フェアトレード
認証品です。詳細はこちら：
fairtrade.net/jp -jp 

フェアトレード調達フラワー

全ての[フラワー名 ]はフェアトレード
(Fairtrade) 認証生産者から調達され、
取引および監査が行われた国際フェア
トレード認証品です。詳細はこちら：
fairtrade.net/jp -jp 

マス バランス版 – 短文版

全てのフェアトレード (Fairtrade) [ マスバラ
ンス原料名 ]はマスバランス方式により、非
認証[マスバランス原料名 ]と置換または混合
されることがあります。詳細は {こちら }：
fairtrade.net/jp -jp

例A：全てのフェアトレード (Fairtrade) カカ
オはマスバランス方式により、非認証カカ
オと置換または混合されることがありま
す。詳細はこちら： fairtrade.net/jp -jp

例 B：全てのフェアトレード (Fairtrade) カ
カオはマスバランス方式により、非認証カ
カオと置換または混合されることがありま
す。詳細は： fairtrade.net/ jp -jp

マス バランス – 長文版

全てのフェアトレード (Fairtrade) [ マスバ
ランス原料名 ]はマスバランス方式により
{加工の過程で }非認証[マスバランス原料
名]と置換または混合されることがありま
す。これはフェアトレードのラベルの付い
た[製品名]を作るのに必要な量と同等量分
の[マスバランス原料名 ]が、フェアトレー
ド認証の条件で調達されていることを示し
ます。詳細は {こちら }： fairtrade.net/jp -
jp

例A：全てのフェアトレード (Fairtrade) カ
カオはマスバランス方式により、加工の過
程で非認証カカオと置換または混合される
ことがあります。

これはフェアトレードのラベルの付いた
チョコレートを作るのに必要な量と同等量
分のカカオが、フェアトレード認証の条件
で調達されていることを示します。 詳細は
こちら： fairtrade.net/jp -jp

マス バランス –略式版

スペースが非常に限られている場合 、 お
よび複数言語の翻訳が 使用される 場合な
どに のみ許可される 。

全てのフェアトレード (Fairtrade) [ マス
バランス原料名 ]は非認証[マスバランス
原料名]と置換または混合されることがあ
ります (マスバランス方式 )。詳細は {こち
ら }： fairtrade.net/jp -jp

例A：全てのフェアトレード (Fairtrade) 
カカオは非認証カカオと置換または混合
されることがあります (マスバランス方
式)。詳細はこちら： fairtrade.net/jp -jp

例B：全てのフェアトレード (Fairtrade) 
カカオは非認証カカオと置換または混合
されることがあります (マスバランス方
式)。詳細は： fairtrade.net/jp -jp

例外的な使用

シュガースティック のような 非常に小さな
パッケージ （ 最大面積28cm 2 ） に限り 例外
的に使用できる。

全てのフェアトレード (Fairtrade) [ マスバ
ランス原料名 ]の調達にはマスバランス方
式が適用されています。 fairtrade.net/jp -
jp

例：全てのフェアトレード (Fairtrade) 砂糖
の調達にはマスバランス方式が適用されて
います。 fairtrade.net/jp -jp 

物理的トレーサビリティ版
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必須情報
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混合トレーサビリティ

2つのタブ ／2つの原料が使用されか
つそれらのトレーサビリティ の種類
が異なる場合にのみ使用

略式版： [物理的トレースがとれている認証
原料名]は国際フェアトレード (Fairtrade)認証
品です。全てのフェアトレード
{(Fairtrade)}[ マスバランス原料名 ] はマスバラ
ンス方式により非認証 [マスバランス原料名 ]
と置換または混合されることがあります。詳
細は{こちら }： fairtrade.net/jp -jp

例A： バニラは国際 フェアトレード
(Fairtrade) 認証品です。全てのフェアト
レード (Fairtrade) カカオは、 マス バランス
方式により非認証カカオ と置換または混合
されることがあります。 詳細はこちら：
fairtrade.net/jp -jp
。

例 B： バニラは国際 フェアトレード
(Fairtrade) 認証品です。全てのフェアト
レード カカオは、 マス バランス方式により
非認証カカオ と置換または混合されること
があります。 詳細は： fairtrade.net/jp -jp

詳細版： [物理的トレースがとれている認証
原料名]はフェアトレード (Fairtrade) 認証生
産者から調達された国際フェアトレード認
証品です。全てのフェアトレード
{(Fairtrade)} [マスバランス原料名 ] はマスバ
ランス方式により加工の過程で非認証 [マス
バランス原料名 ]と置換または混合されるこ
とがあります。これはフェアトレードのラ
ベルが付いた [製品名]を作るのに必要な量と
同等量分の[マスバランス原料名 ]が、フェア
トレード認証の条件で調達されていること
を示します。詳細は {こちら }：
fairtrade.net/jp -jp

例A： バニラとシナモンはフェアトレード
(Fairtrade) 認証生産者から調達された国際
フェアトレード認証品です。全てのフェア
トレード (Fairtrade) カカオはマスバランス
方式により加工の過程で非認証カカオと置
換または混合されることがあります。これ
はフェアトレードのラベルが付いたチョコ
レートを作るのに必要な量と同等量分のカ
カオが、フェアトレード認証の条件で調達
されていることを示します。詳細はこち
ら： fairtrade.net/jp -jp

例 B： バニラとシナモンはフェアトレード
(Fairtrade) 認証生産者から調達された国際
フェアトレード認証品です。全てのフェア
トレードカカオはマスバランス方式により
加工の過程で非認証カカオと置換または混
合されることがあります。これはフェアト
レードのラベルが付いたチョコレートを作
るのに必要な量と同等量分のカカオが、
フェアトレード認証の条件で調達されてい
ることを示します。詳細は：
fairtrade.net/jp -jp

液体を含む製品

水または液体の乳製品を含む 複合製
品（ コーヒー飲料や 炭酸飲料など）

物理的トレーサビリティ

[物理的トレースがとれている認証原料
名]はフェアトレード (Fairtrade) 認証生
産者から調達され、取引および監査が行
われた国際フェアトレード認証品です。
詳細は{こちら }： fairtrade.net/jp -jp

例： コーヒーはフェアトレード (Fairtrade)
認証生産者から調達され、取引および監査
が行われた国際フェアトレード認証品で
す。詳細はこちら： fairtrade.net/ jp -jp

マス バランス – 短文版

{全てのフェアトレード (Fairtrade)[ マスバラ
ンス原料名 ]はマスバランス方式により、非
認証[マスバランス原料名 ]と置換または混合
されることがあります。詳細は {こちら }：
fairtrade.net/jp -jp

例： 全てのフェアトレード (Fairtrade) 砂糖は
マスバランス方式により、非認証砂糖と置
換または混合されることがあります。詳細
は： fairtrade.net/jp -jp

マス バランス -詳細

マス バランス – 長文版

{全てのフェアトレード (Fairtrade)[ マスバ
ランス原料名 ]は、マスバランス方式によ
り {加工の過程で }非認証[マスバランス原料
名]と置換または混合されることがありま
す。これはフェアトレードのラベルが付い
た[製品名]を作るのに必要な量と同等量分
の[マスバランス原料名 ]が、フェアトレー
ド認証の条件で調達されていることを示し
ます。 詳細は{こちら }： fairtrade.net/jp -
jp

例： 全てのフェアトレード (Fairtrade) 砂糖
は、マスバランス方式により加工の過程で
非認証砂糖と置換または混合されることが
あります。これはフェアトレードのラベル
が付いた炭酸飲料を作るのに必要な量と同
等量分の砂糖が、フェアトレード認証の条
件で調達されていることを示します。 詳
細はこちら： fairtrade.net/jp -jp



必須情報 任意説明文

必須情報
任意説明文

任意説明文

以下の任意説明文は 、 オンパックおよびオ
フパック (パッケージ外 )で使用できる 。 こ
れらは記載のとおりに そのまま 使用する必
要がある 。

フェアトレードの URLは必須説明文に含ま
れているため 、 任意説明文に重複して記載
する必要はない 。 ただし 、 パッケージ以外
の媒体で使用され 、 参照先URLがない場合
は必要である 。
オプションとして 、 パッケージ Aとパッ
ケージ Bの2つのプランが用意されている 。
後者は、 EmpCo の文脈において環境面に
関する主張に高いリスクがあるため 、 慎重
に利用する必要がある 。 したがって
（ EmpCo 適用国で販売される場合は ） 第
一の選択肢としては避けるべきである 。
パッケージ Bの表示対象はリスクが高いと
みなされるため 、 リスクを考慮の上で使用
すること 。
各パッケージには 、 以下の4つの異なるト
ピックが含まれる：

サステナビリティ一般

基準の遵守と認証

企業またはブランドの 取り組み

フェアトレード 生産者

必須表示と同様に、 これらは法的 助言では
なく 、 フェアトレード に関連する サステナ
ビリティ表示に関する 指針に過ぎない 。 こ
れらの任意の説明文は、ライセンシーが製
品の国際フェアトレード基準への適合とは
無関係でありながらも、規制要件を遵守し
たパッケージ表示を引き続き行えるように
することを目的としている。
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オンパック およびオフパック で使用

サステナビリティ一般

長文版：国際フェアトレード認証ラベル
(FAIRTRADE Mark) は、農家・労働者・企
業・消費者が共に、国際フェアトレード基
準を通じて、持続可能で責任ある貿易の推
進に取り組んでいることを示しています。

短文版：国際フェアトレード認証ラベル
(FAIRTRADE Mark) は、農家・労働者・企
業・消費者が共に、持続可能で責任ある貿
易の推進に取り組んでいることを示してい
ます。

基準の遵守と 認証

長文版： この［原料］は、適正な価格と労
働条件の改善などを定めた国際フェアト
レード基準 (Fairtrade Standards) を満たし
た認証[農園/農場]で生産されています。

短文版： フェアトレード (Fairtrade) は、適正
な価格と労働条件の改善を通じて、農家と労
働者を支えています。

企業またはブランドの 取り組み

長文版： [企業名]の国際フェアトレード認証
[製品名]を選ぶことで、 [企業名]のフェアト
レード (Fairtrade) の取り組みを支持するこ
とができます。フェアトレードを選ぶこと
は、農家と共に、公正・平等・持続可能性
を推進することにつながります。

短文版： フェアトレード (Fairtrade) を選ぶ
ことは、農家と共に、公正・平等・持続可
能性を推進することにつながります。

フェアトレード 生産者

長文版： フェアトレード (Fairtrade) の条件
で取引される［原料］が増えることで、生
産者の組織強化、公正な取引、労働条件の
改善につながります。

短文版： フェアトレード (Fairtrade) は生産
者と連携し、より公正な取引と労働条件を
促進します。

* [ ] 内のテキストは、名称または情報に置
き換えること。

・英語の (Fairtrade) の文字は、認証である
ことを示すため、文章中に必ず一か所以上
に入れること。

任意の表示-パッケージ A
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任意表示-パッケージ B

EmpCo の文脈では、環境面に関する主張
はリスクが高いため、パッケージ Bの使用
には十分注意すること。

パッケージ上およびパッケージ以
外で使用

サステナビリティ一般

長文版： 国際フェアトレード認証ラベル
(FAIRTRADE Mark) は、農家・労働者・企
業・消費者が共に、国際フェアトレード基
準を通じて、持続可能で責任ある貿易の推
進に取り組んでいることを示しています。

短文版： 国際フェアトレード認証ラベル
(FAIRTRADE Mark) は、農家・労働者・企
業・消費者が共に、持続可能で責任ある貿
易の推進に取り組んでいることを示してい
ます。

追加版： 国際フェアトレード認証ラベル
(FAIRTRADE Mark) は、農家・労働者・企
業・消費者が共に、認証品の生産地におけ
る社会・経済・環境の状況改善に取り組ん
でいることを示しています。

基準の遵守と 認証

長文版： この［原料］は、適正な価格と労
働条件の改善などを定めた国際フェアト
レード基準 (Fairtrade Standards) を満たし
た認証[農園/農場]で生産されています。

短文版： フェアトレード (Fairtrade) は、適正
な価格と労働条件の改善を通じて、農家と労
働者を支えています。

追加版： フェアトレード (Fairtrade) は、経
済・社会的開発、環境の持続可能性に関わる
基準を設定しています。

企業またはブランドの 取り組み

長文版： [企業名]の国際フェアトレード認
証[製品名]を選ぶことで、 [企業名]のフェ
アトレード (Fairtrade) の取り組みを支持
することができます。フェアトレードを
選ぶことは、農家と共に、公正・平等・
持続可能性を推進することにつながりま
す。

短文版： フェアトレード (Fairtrade) を選
ぶことは、農家と共に、公正・平等・持
続可能性を推進することにつながりま
す。

フェアトレード 生産者

長文版： フェアトレード (Fairtrade) の条件
で取引される［原料］が増えることで、生
産者の組織強化、公正な取引、労働条件の
改善につながります。

短文版： フェアトレード (Fairtrade) は生産
者と連携し、より公正な取引と労働条件を
促進します。

* [ ] 内のテキストは、名称または情報に置
き換えること。

・英語の (Fairtrade) の文字は、認証である
ことを示すため、文章中に必ず一か所以上
に入れること。



自社ブランドの製品が市場で販売されると、その製品
のプロモーションを行うことができる。

店舗掲示物(POS)には、 印刷物やデジタル素材 が含
まれる 。 例えば販促 POP、 棚用ディスプレイ、
SRP、 ポスター、メニュー 、卓上 POP、 ラック、
棚や陳列台、 棚用バナー、 値札、カウンター用
ディスプレイ、 吊り下げ看板、 ロールアップバ
ナー、店頭看板、店内誌などを含むが、これらに
限定されない。また、オンラインショップやウェ
ブサイト、 およびそれらの コンテンツ （ 動画な
ど） といったデジタル販売拠点でも使用できる。

説明文、 行動喚起文、呼びかけ
店頭販促物には、 FSI説明文、行動喚起文、また
は関連テキストのいずれかが含まれていなけれ
ばならない。
例：
「 FSIラベル のついた商品を探そう 」
「フェアトレード調達ハチミツ 入りの シリアル」
「クリスマスクッキー シリーズにはフェアトレー
ドで調達したココア を使用しています 」

フェアトレード のURL
デジタル 販促物や店頭掲示物では、 フェアトレー
ド のURL「 info.fairtrade.net/sourcing 」 または各
国のURL（日本の場合は「 fairtrade.net/jp-jp」） の
使用が強く 推奨される 。印刷物については URLの
使用は義務である。 店舗プロモーションやイベ
ント に関連する ウィンドウステッカーは、消費
者を関連する ページ へ誘導する場合 に限り 使用で
きる。
常設のウィンドウステッカーには、 FSIラベル付
き製品が 常設販売品の一部 である場合に限り 掲
示できる。
プロモーションに関する 表示の指針について
は、 24ページ を 参照すること。

注記
オフパックの場合、店舗掲示物で FSIラベルや製品の原料
がフェアトレードで 調達されている 旨の表示は認められ
ない。 FSIラベル および説明文は、市場に FSIラベルの付い
た製品が出回っている 場合にのみ使用できる。

例外
オフパックのコミットメントについては、

消費者へ混乱を 招く可能性 を防ぐ ため、
特定の調達基準を遵守した場合で、管轄の
NFOまたは FIの許可を得た場合 に限り、消
費者に伝えることができる。

店頭掲示の吊り下げ 看板

FSIラベルの貼られた 商品へ顧客の
関心を 誘導するための看板を エス
カレーター付近等に設置できる

小売店での表示
フェアトレード認証 ラベル付き製品が
販売されているエリア
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パート 3： 販売促進マテリアル
販売店での B2C 消費者向け表示

複数のFSI製品が販売されている 場合
FSIラベルが付いた商品を複数プロモーションす
るためには、原料タブのない FSIラベルを例外的に
使用することができる。 右の例のように 、 フェア
トレード調達原料を その横に記載する必要があ
る。

原料表示のない FSIラベル は、決して単独では
使用しては ならない 。

説明文、 行動喚起文、呼びかけ
店頭販促物には、 FSI説明文、行動喚起文、また
は関連テキストのいずれかが含まれていなけれ
ばならない。
例：
「 FSIラベル のついた商品を探そう 」
「フェアトレード調達ハチミツ 入りの シリアル」
「クリスマスクッキー シリーズにはフェアト
レードで調達したココア を使用しています 」

フェアトレード URLの使用
前ページを 参照。

注記
製品表示ではなく、オフパックのコミットメン
ト表示の場合には、 FSIラベルやフェアトレード
原料調達に関する説明文 は店頭では使用できな
い。
FSIラベルと説明文は、 FSIラベルが表示された 製
品が店頭にある場合にのみ使用できる。

例外
オフパックのコミットメントについては、消費
者へ混乱を招く可能性を防ぐため、特定の調達
基準を遵守した場合で、管轄の NFOまたは FIの
許可を得た場合に限り、消費者に伝えることが
できる。

小売店の店頭販売
FSIラベルの横に原料のグラフィックが

表示さ れた販促物の例

小売店の店頭販売

FSIラベルの横にテキストで 原料が

表示された 販促物の例
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supermarket
Brand Name Brand Name

Muesli Muesli

Brand Name

Multi fruit
juice

Brand Name

Multi fruit
juice Brand name

Ice tea
Brand name

Ice tea

Bra nd name
Flower Bouquet

supermarket
Brand Name

Muesli
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パート 3： 販売促進マテリアル
販売店での B2C 消費者向け表示

直営店での販促
販促物は原則として FSI ラベル付き商品の 近くに
置かなければ ならない。出入口 、エスカレー
ター沿い、 レジの 裏側など 、 人目につきやすい 場
所で表示する場合には、このガイドラインに従
い、他の商品に フェアトレードの 原料が含まれて
いる かのように見えては ならない。

取扱店舗での販促
FSI ライセンスを保有 する企業は、 販促物が店舗
の適切な 売場エリアに置か れ、 FSIラベルのつい
た商品群の近くに 置かれる ように管理する責任
がある 。その販促物は、陳列 される他の商品に
フェアトレードの原料が 含まれているかのよう
に見えてはならない。

POP、商品 棚、陳列用ケース
FSIラベル は小売販売の際に、 FSI製品の近くに置
かれる資材に 使用することができる。ブランド
および製品 名は、 FSIラベルと 同じ面に配置する
こと 。 POP 、棚用ラベル、値札、 同様の資材は
FSIラベル付き製品の すぐ 近くに 置かなければ な
らない。 値札は、 FSIラベル付き製品の 真上にあ
れば、吊り下げレールに設置することができる。

デジタル POS
FSIラベル は、関連する FSI説明文とともに 、消費
者向けウェブサイトのエシカル ページまたは製品
ページに 使用することが できる。 FSIラベル は、
FSI製品ページへの明確なリンクが ない限り、 静
的ページや固定フレームには使用しないこと。
他の全ての製品や 一部にフェアトレードの 原料が
含まれているかのような印象を与えないように
すること。
FSIを説明する ページへの リンクや フェアトレード
のURL(fairtrade.net/jp -jp) は使用可。

デジタル POS
関連商品ページに掲載

棚POP
FSIラベルが付いている 製品のすぐ

前に置くこと。

商品陳列用ケース （ SRP）

商品のFSIラベルがケースで隠れる 場
合は、ケース 外側にラベルを貼るこ
とを推奨

棚看板
販売されている製品に関する FSIテキストとともに FSIラベルを
使用

ブランド 名

[企業名]は、国際フェアトレード(Fairtrade)認証カカオ調達制度に参加しています。

全てのフェアトレード(Fairtrade) カカオはマスバランス方式により、加工の過程で
非認証カカオと置換または混合されることがあります。これは国際フェアトレード
認証ラベルの付いたチョコレートを作るのに必要な量と同等量分のカカオが、フェ
アトレード認証の条件で調達されていることを示します。詳細はこちら：
fairtrade.net/jp-jp

詳細はinfo.fairtrade.net/sourcingをご覧ください。

info.fairtrade.net/sourcing をご
覧ください。
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Brand Name

JAM

Brand Name

JAM
Brand Name

JAM

Brand Name

JAMBrandName Brand Name BrandName

Multi fruit Multi fruit Multi fruit
juice juice juice

Brand Brand
Hazelnuts Hazelnuts

Brand Brand
Hazelnuts Hazelnuts

Brandname Brandname

Lemonade Lemonade

Brand name

Juice
Brand name

Juice
Brand name

Juice

Brand Name Brand Name

COOKIES COOKIES

[ブランド]は国際フェアトレード認証カカオ調達制度に参加しています

Brand Name

Cereal
Brand Name

Muesli
Brand Name

Muesli
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複数のフェアトレード認証製品を含む販促物

フェアトレード・コットンを使用した製品に
付くフェアトレード認証コットンラベル や、
入手可能な フェアトレード 原料をすべて使用し
た製品を 識別する ためのフェアトレード認証ラ
ベル(ATCB)など、複数のラベルがある。

多様なフェア トレード商品を提供し、 販売する
商品のプロモーションを希望する ショップやブ
ランドは、 2つの方法でプロモーションを行う
ことができる：

01: スペースやレイアウトに余裕がある場合は 、
各製品ごとの認証ラベル を使用すること。行動 喚
起文や紹介テキストを 資料のどこかに 配置する
こと。

02: スペースが限られており レイアウト上、 各製
品または製品群の横に ラベルを配置する ことが
困難である 場合は、 FSIラベルの タブを使用せ
ず、 テキスト 形式で 原料を 記載した FSIラベル を
使用すること。 行動喚起文や紹介テキストは 、
認証ラベル の横に配置しな ければならない。

なお、フェアトレード以外の商品が プロモー
ションに 含まれている 場合、 02のオプションは
使用しては ならない。

上記のオプションは 、ニーズに応じて 組み合わ
せることができる。 例えば、 ポスター、広告、
チラシ、バナー、 オンライン /デジタル・ プロ
モーションなどに 適用される 。 01 スペースに 余裕があり、

レイアウトが可能な場合：各
製品についたフェアトレード
認証ラベルと、原料タブのつ
いたFSIラベル を使用する。

02 スペースや レイアウ

トが許さない 場合： フェ
アトレード認証ラベル
（矢印なし）と FSIラベ
ル（ タブなし）を使用
し、該当の原料を右に掲

載する
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●●スーパー
当店 のイチオシ商品！

フェアトレード
商品を選ぼう

Brand name

Brand name Ice tea
Ice tea

●●スーパー

当店のイチオシ
商品！

Brand Name

Multi fruit
juice

Brand Name

Multi fruit
juice

BRANDNAME

Brand name
Ice tea Brand name

Ice tea

このラベルの
商品を探そう

Brand name

Flower Bouquet
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パート 3：販売促進マテリアル
オフパック の法人コミュニケーション

企業は、 FSI制度による 製品に関する 情報を法人
資料や販促物 に掲載することで、 自社のサステナ
ブルな 取り組みを 主張することができる 。 FSIラ
ベルは、 FSIラベル付き 製品の販売をする 場合か、
オフパックでの調達量が検証された場合にのみ、
プロモーションに使用することができる。 FSIを
通して調達した重量（Ｘトンを調達、Ｘアイテム
に拡大など）に関する説明 を記載する必要があ
る。 サステナビリティ活動の一環として FSIを強
調する 企業URL は認められる が、 FSIラベル及び
説明文とは 切り離 して表示する こと 。

FSI ラベル は、 企業の広報において、 この制度
が生産者に与える 影響についての説明があれ
ば、 FSI説明文なしに使用することもできる。
FSIラベル は、フェアトレードが企業と共同のブ
ランドと思わせるような内容、 すなわちフェア
トレードが広報 資料の制作者や製品の 所有者で
あるように見える内容 で使用されては ならな
い。

次ページで 説明するように、いかなる通信手段で
も、 FSIライセンス契約を締結した企業 （ ブラン
ドまたは法人・小売業者レベル ）に関連するも
のでなければならず、 法人のサステナビリティ
活動の一環として フェアトレード原料調達を行
うものであることを伝えなければならない。

法人資料として、従業員向け、 B2B レベル、 プ
レスイベント資料 （例： プレス パック）、 企業プ
レゼンテーション、展示会 資料、 企業ウェブサイ
ト、企業 ソーシャルメディアなどの 印刷物やデジ
タル資料に掲載することができる。

これらのガイドラインで定める企業資料には
レターヘッド、名刺、電子メールの 署名など、
企業のアイデンティティに関連するものは含め
ない (使用不可)。

Brand Name

A

B2B 製品チラシ

フェアトレード生産者についての 紹介など

A

V

H

C

Brand name
V

企業CSRマガジン

サステナブルな 取り組み、目
標、 成果を紹介

デジタル
FSIラベル は、 FSIラベル付き 製品に

使用されているフェアトレード 原料
に関連して使用することができる。

2つの原料
企業がFSI制度のもとで 2つの原料を調達し、

パッケージに 2つの原料タブの ついた FSIラベル を
表示する ことがあるが、 販促資料には、 それぞ
れ別々の原料タブを持つ FSIラベルを2つ使用する
ことができる。

Brand name

カカオとハチミツの多くをフェアトレード条件で販売することで、

フェアトレード生産者はより公正な取引条件を得ることができ、社会

変革を刺激し、環境保護に取り組むことができます。フェアトレード

原料調達制度では、私たちのカカオxxトンとハチミツxxトンがフェアト

レード原料になります。

私たちのハチミツは20XX年から20XX年の間にフェアトレードの条件で購入され
ました。

詳細はinfo.fairtrade.net/sourcingをご覧ください。

Brand name

より多くのカカオとハチミツをフェアト

レード条件で販売することで、フェアト

レード生産者はより公正な取引条件を得

ることができ、社会変革を促し、環境保

護に取り組むことができます。フェアト

レード原料調達制度では、20XX年から

20XX年の間に、XXトンのカカオとXXトン

のハチミツがフェアトレード条件で購入さ

れました。

詳細はinfo.fairtrade.net/sourcingを

ご覧ください。

フェアトレードの条件で取
引されたハチミツの販売を
増やすことは、フェアト
レード生産者がより強い組
織を作り、公正な取引条
件・労働条件を促進するこ
とにつながります。フェア
トレード原料調達制度によ
り、20XX年から20XX年の
間に、xxトンのカカオとxx

トンのハチミツをフェアト
レード条件で調達しまし
た。詳しくは
info.fairtrade.net/sourcin

gをご覧ください。
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法人・ B2Bコミュニケーション

パート 3： 販売促進マテリアル
オフパック のB2B 販促文
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必須情報
オフパック (パッケージ外 )において FSI販促文または
FSI説明文とともに FSIラベルを掲載することは、
FSIラベルの付いた 製品が市場に出回るようになっ
てから、または、企業が合意した オフパックの コ
ミットメントが 検証されて 初めて行うことができ
る。 例えば法人ウェブサイト、 特定のウェブペー
ジ、サステナビリティレポートなどで掲載 するこ
とが できる。

FSI販促文はそのまま 使用することも できるが、こ
こに示されたガイダンスに従って、企業が 独自の
販促文章を作成することも できる。 これらの 追加
テキストは、管轄の NFO またはFIの承認を得なけ
ればならない。

販促物にはフェアトレード URL（日本の場合は
「 fairtrade.net/jp-jp」） の掲載が推奨される。 ただ
しデジタル POSにおいては、 URLを FSI説明文やFSI
販促文とともに 使用することが義務付けられてい
る。

店頭掲示でない印刷物にも URL の記載が義務付け
られている（ 15ページ参照）。 例外については 、
ライセンス機関に相談すること。

FSIラベルおよび関連する表示は、共同ブランディ
ングを示唆するような方法、すなわち、その販促物
の作成者や商品の所有者であるかのように使用して
はならない。

ここに 記載されている 販促文の翻訳は 別途提供さ
れる。

注：
FSIラベルのパッケージ上説明文は、 消費者やその
他の利害関係者にFSIラベル の意味を説明するもの
である。オフパック表示では、このラベルを 単独
または調達量表示文 や販促文とともに 使用でき
る。

必須
調達量表示文（トンでの表示を推奨 ）
[社名]では、 国際フェアトレード認証原料調達制度により 、 xx
トン／ xx％の［ 原料名］ を ［ x年］ ／［ x年から x年の間］ に
フェアトレード (Fairtrade) 条件で調達しました 。
（ ※事後的に宣言すること ）

任意： 「 xxトンのうち 、 xxxx 年にxxトンを調達しました 」 等、
コミットメント総額に言及してもよい 。

任意
実績とフェアトレード 生産者に関する文章

[社名]は、 [国/ブランド /サブブランド名 ]向けとして、 20XX年 / 
20XX年から20XX年の間に、 [国/地域名]産の[フェアトレード認証原
料名]をxxトン、国際フェアトレード原料調達制度を通じて調達し
ました。これにより、 [国/地域名]のより多くの生産者の [原料名]が
フェアトレード (Fairtrade) 条件で取引されました。詳しくはこち
ら： fairtrade.net/jp -jpまたは企業のウェブページ（この主張に関
する詳細情報や関連情報へのリンクを掲載）

フェアトレードについて
任意説明文は17ページ、 18ページを参照すること

表示文の検証
宣言される調達量は すべて 達成されたもので 、 検証さ れたも
のでなければならない （ 事後宣言 ） 。 その他のいかなる主張
も 、 根拠が示され 、 検証可能なもの でなければならない 。

原則と 指針
プロモーションにおける販促文はすべて、企業の持続可能性（サ
ステナビリティ）に向けた全体的な取り組みや目標の一環とし
て、国際フェアトレード原料調達（ FSI）制度を通じてフェアト
レードに参画するという、会社またはブランドの決定に言及した
ものでなければならない。情報発信は目標、意図、計画に関する
ものであってはならず、達成され、検証されたコミットメントに
関するものでなければならない。唯一の例外は、最初の発表やプ
レスリリースを行う場合、および進捗状況や追加のコミットメン
トを公表する場合である（下記および次ページを参照）。広報活
動では、単に「サステナビリティ」と総称するのではなく、具体
的なサステナビリティへの取り組みに焦点を当てる必要がある。
たとえば、生産者と消費者双方にとって持続可能なサプライ
チェーンの構築や、 FSIが企業のサステナビリティ・アジェンダに
どのように統合されているかといった点である。調達に関するコ
ミットメントについて発信する際は、 FSI制度に基づいて購入され
たフェアトレードの個別原料の数量を明確に示さなければならな
い。過大な主張をしてはならない。

プレス リリース、 発表
目的、 意図、計画の告知は本文（ ボディコピー）のみで行わな
ければならず、 FSIラベルの使用は認められない。 フェアトレー
ド URLの使用は義務ではない。

例外
NFOまたは FIとの契約が締結され、承認を得た場合に限り、企業
は合意された目標をプレスリリースや公表資料で情報発信でき
る。その際、テキストのみで表現するか、 FSIラベルと調達量に
関する文章を共に掲載することができる。

CSRレポート
年次報告書においては、企業は CSRやサステナビリティに関する
セクションなどの本文（ボディコピー）内でのみ、 FSI制度への参
加について言及できる。この際、 FSIラベルの使用・不使用は問わ
ない。ただし、調達量に関する主張（実績の記載）は、達成状況
が検証された場合に限り使用できる。

必須情報
該当する FSIラベルと 調達量表示文。 後者は、 FSIラベルの隣または
FSI 制度に関して 提供される他の情報の隣に配置 することができ
る。
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パート 3： 販売促進マテリアル
オフパック の中間発表 と B2C 表現
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フェアトレードについて
フェアトレードの条件で取引された [産品名]の販売を増やすこと
は、フェアトレード生産者がより強い組織を作り、公正な取引
条件・労働条件を促進することにつながります。

消費者の啓発
[社名]の[製品名]を選ぶことで、私たちのフェアトレード
(Fairtrade) の取り組みを応援できます。フェアトレードを選ぶ
ことは、農家と共に、公正・平等・持続可能性を促進すること
につながります。

独自の表現
これらの例文をもとに、自社に合わせた個別の主張文を作成し
たい場合は、原案を作成の上、 NFOまたは FIに連絡すること。
なお、前述のとおり全ての主張は根拠が示され、検証可能でな
ければならない。

販売店舗・ B2C表現

企業は、 NFOまたは FIとの合意のもと、いずれの時点でも調達が
検証された際に 部分的に達成された 数量について 主張すること
ができる。 また、企業は、 中間達成状況に関連して 、全体的な
調達コミットメントに 言及することもできる。

FSIラベルの使用は認められ、フェアトレード URLは以下の表
示文とともに必須である ：

[社名]は、国際フェアトレード 原料調達(FSI)制度により、 XX年
までに、全製品に使用する [産品名]のXXトン /XX% をフェアト
レード (Fairtrade) の条件で調達することを 目指して います。 [社
名]は、 xxxx年にxxトンを調達しました。
任意：
「 xxトンの調達目標のうち、 xxxx年にはxxトンを調達 しました 」
など、 コミットメント総額に言及 することができる。 これは、 持
続可能な方法で調達した [産品名]の[年度]目標を達成する予定が
あることを意味する。

計画および将来のパフォーマンスに関する重要事項
EUの「グリーン移行のための消費者エンパワーメント指令」
（ EmpCo ）の規定に基づき、将来のサステナビリティ・パ
フォーマンスに関する主張は、企業が掲げる明確かつ客観的で、
一般に公開され、検証可能な取り組みによって裏付けられなけれ
ばならない。その取り組みは、目標の達成方法および計画の実施
に必要なリソースの確保方法を示した、詳細かつ現実的な実施計
画に明記されている必要がある。

必須情報
国際フェアトレード原料調達 (FSI)制度は、 複合
製品、製品シリーズ、または 事業全体にわたり
フェアトレード 条件の もとで 調達された 原料を
100% 使用する ことを要求し、 FSIラベル付き 製
品が店頭に並びかつ/またはオフパックでの調達
コミットメント が検証 された場合にのみ、 販促
上の表示を 行う ことが できる。

FSI制度はまた 、法人の 事業全体にわたり 特定の
産品の一定割合が フェアトレードの 条件で 持続
可能な形で 調達されていることをステークホル
ダーに 伝えることを 可能にする。 つまり、 特定
の産品を フェアトレードの 条件で 調達するとい
う 法人のコミットメントが 、 その原料の全調達
量に占める割合を示すということである。

この 表現は、 各地域のNFOまたは FIと 協議し 、
要件が満たされて いることを 確認した 上で、 販
促物に使用することができる。

企業やNFOの拠点がある 国に限定して販売され
る場合、 販促物には
info. fairtrade.net/sourcing の代わりにその国
のURL（日本の場合は、 fairtrade.net/jp -jp ）を
使用する ことが できる。

中間発表
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パート 4： 必須情報
用語集

Off -pack Commitment: オフパックのコ
ミットメント。製品パッケージ外における コ
ミュニケーションに対する企業の取り組み
や宣言。

パッケージ： あらゆる 形態の 包装（外箱、
タグ、 ステッカーなどを 含む）。

物理的トレーサビリティ ： 加工流通過程の管理
（ CoC）の種類で、認証原料 を非認証原料と
常に物理的に区別する ことを要求するもので
ある。

商品シリーズ、ライン、 カテゴリー ： 例え
ば、シリアル、カップケーキ、ヨガ パンツ
など、一連の種類を示す。

検証済み： NFO または FI が、 FSI 複合製品ま
たは企業の主張を承認するために、サプライ
チェーン、製品構成、 数量調達情報などを
チェック した場合を示す。

FSI Claim ： FSI説明文。ラベルとともにパッ
ケージの裏面、側面、前面に使用され、複合
製品に含まれるフェアトレード原料に言及
し、その情報を FSIラベルと関連付けるメッ
セージ。これにはフェアトレードの URLが含ま
れている。

Licensing body (LB) ：ライセンス機関。 フェ
アトレード・インターナショナルと正式な
契約を締結し、その国または地域で国際
フェアトレード認証ラベルのサブライセン
スを取得している組織。
フェアトレード・システムにおいては、各
国フェアトレード機関（ NFO）がこれにあ
たる。フェアトレード・インターナショナ
ルは、 NFOが存在しない国において、国際
フェアトレード認証ラベルをサブライセン
スするライセンス機関である。

National Fairtrade Organization (NFO) ：
各国フェアトレード機関。 フェア トレード 認
証ラベルを 製品に付与し、その地域でフェ
アトレードを推進する 。これらの 団体の多
くは創設メンバーとして、 1997年のフェア
トレード・ インターナショナルの 設立に貢
献した。

Mass Balance ：マスバランス。加工流通過程
の管理（ CoC）方法で 、原料 の文書上トレー
サビリティを含む が、サプライ チェーンに
おける 認証原料と 非認証原料の物理的区別
は含まない 。

National Licensee Code ： NFOがライセンシー
ごとに製品を識別する ために 設定する識別
子。 一部の市場ではこのコードの使用が義
務付けられている 。

Fairtrade Marketing Organization 
(FMO) ： フェアトレード・マーケティング
機関。ライセンス業務を持たないフェアト
レード機関で、自国でのフェアトレード推
進に責任を持つ。

FAIRTRADE Sourced Ingredient (FSI) : 国際
フェアトレード原料調達。 (旧称： Fairtrade 
Sourcing Program (FSP): フェアトレード調
達プログラム )とは、金を除く 全ての産品に
適用される 原料調達手法である。 フェアト
レード原料の調達に 重点を置いた制度であ
り、 FSIラベル の使用によって示される。 FSI
ライセンシーには、 FSIラベルを 含む様々な
コミュニケーション のオプションが提供され
る。
複合製品のオンパック表示のみならず 、 オ
フパックの主張および /または コミュニケー
ションを含む。

Fairtrade Sourced [ 原料名]：国際フェア
トレード原料調達 [原料名] 
例： Fairtrade Sourced Roses: 国際フェア
トレード原料調達ローズ

Fairtrade Terms ：フェアトレード条
件。 フェアトレード生産 者が原料を 販売
する際に 支払われるフェアトレード 価格
と フェアトレード・ プレミアム 、および
フェアトレード基準に定められた その他
の有利な条件。

Fairtrade URL：フェアトレードの URL。
info.fairtrade. net/sourcing または NFO 
が運営する 国内ウェブサイトのアドレス。

FFLコード ：英国の フェアトレード財団のライ
センシーコードで、 ブランド オーナーが ライ
センシー でない場合、パッケージに記載する
必要がある。

用語集

保証： 原料、プロセス、システム、人また
は組織に関する 所定の要求事項が 満たされ
ているという 実証可能な証拠。

B2B： 企業間（ B2B）または 幅広いステー
クホルダーとの コミュニケーション。

B2C： 企業対消費者。

加工流通過程の管理（CoC） ： サプライ
チェーンにおいて 、原料の 所有権または管理
権が、 ある 保管者から 別の保管者に移転す
る 際に生じる 一連の流れ。

複合製品： トレーダー基準 の製品構成要件に
準拠する複合原材料からなる製品。 FSIラベ
ルは複合製品にのみ適用できる。

管理混合および割合混合： 複合製品中の認
証原料と 非認証原料の物理的混合。 マスバ
ランスと混同しないこと 。 異なる フェアト
レード 基準で認められて いる 。

越境販売(CBS)： 国境を越えた市場に 製品
を販売すること 。

Fairtrade International (FI) ：フェアトレー
ド・インターナショナル。消費国の NFOと生
産国の生産者ネットワークからなる国際組
織。特に国際フェアトレード基準の設定と国
際フェアトレード戦略の策定を行う。 フェア
トレード・ インターナショナルは すべての
フェアトレードの認証ラベル を所有し、ライ
センスを供与している。

FSIラベル使用規定 FLJ文書番号： C-B07-R30 V2.0 FSI MARK GUIDELINE © Fairtrade International 2026
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フェアトレード・インターナショナルおよび
NFOは、当該表示が立証されるか、訂正され
るか、あるいは撤回されるまで、 FSIラベルの
使用を拒否する権利を持つ。

ライセンシーは、 FSIラベルを表示する製品、
包装、または販促資料を公表、印刷、または
公に配布する前に、製品およびアートワーク
の両方が承認されていることを確認しなけれ
ばならない。

また、 ライセンシーは 、 デザイン事務所、 小
売業者、 その他アートワーク を作成する企業
を含む第三者が 、 本ガイドラインを 遵守する
よう確認しなければならない 。

移行期間

改定フェアトレード説明文およびガイドライ
ンは直ちに発効され、すべてのフェアトレー
ドメンバーおよび ライセンシーは これを 遵守
しなければならない 。 新規のライセンシーは
直ちに改定版ガイドライン を適用し 、改定版
説明文およびガイドラインの公開以前にライ
センスを取得していた既存ライセンシーは、
以後に作成するすべての新規 デザイン におい
て、これらを 更新・適用 する必要がある 。

パッケージが指令の 遵守対象となる場合、
本ガイドライン に必要な修正は、 関連する法
律が施行される までに 実施されなければな
らない 。

EUの「グリーン移行のための消費者エンパ
ワーメント指令」の法的拘束力のある期限に
合わせるため、施行日を 2026年9月27日とし、
追加の移行期間は設けられない。

法的拘束力のない ガイドライン の更新に関す
る移行期間については、 各ライセンス機関に
問い合わせること。

ライセンシーの 責任

アートワークが以下に 準拠していることを
確認する責任はライセンシーが有する ：

1. 本ガイドライン
2. 関連する国際フェアトレード 基準
3. ライセンス 契約の「製品一覧」に記
載されたフェアトレード認証 製品
4. ライ センシーは、 アートワークの 提
出前または同時に、製品申請書を 提出
しなければならない

アートワークは、 販売先の市場における関連
する表示規制に準拠しなければならない 。
ライセンシーは、 関連する国内 法規を遵守す
る最終的な責任を負う 。

製品が販売される地域の 管轄下におけるすべ
ての関連する 表示法規に、 製品のパッケージ
が準拠していることを確認するのは 、 ライセ
ンシーの責任であることに留意すること 。

これは 法的助言ではなく 、 フェアトレードに
関連するサステナビリティ表示に関する 指針
に過ぎない 。 今回の改正は、 ライセンシー
が、 製品がフェアトレード・インターナ
ショナルの基準 および規制要件に準拠して
いることをパッケージ上で 引き続き表示でき
るようにすることを目的としている 。

フェアトレード に関する 説明

オンパックおよびオフパックのフェアト
レードに関連した表示については、その根
拠を立証できる必要がある。 ライセンシー
は、認証ラベル および／またはフェアト
レード 制度に関連する表示について、その
根拠となる 証拠の提出を求められる 場合が
ある 。

フェアトレード・インターナショナルまた
はNFOは販売者ではなく、パッケージ上ま
たは製品に関連するその他の主張について
一切の責任を負わず、ライセンシーまたは
販売者が販売する製品に関して、明示的ま
たは黙示的（商品性の黙示的保証を含むが
これに限定されない）いかなる保証も行わ
ない。

認証(Certified) とは、認証時点において、
製品、その組成及び包装が、ライセンス契
約及び国際フェアトレード基準に規定され
た要件及び手順に適合していたことのみを
意味する。

国際フェアトレード原料調達ラベル
(FAIRTRADE Sourced Ingredient Mark) が登
録されていない市場においては、 認証ラベ
ルまたは 個別商標として登録されているこ
とを示す ®のシンボルを 、ラベル デザイン か
ら 削除しなければ ならない 。

本ガイドラインやその他のフェアトレード
関連資料に掲載されている 図版において、
FSIラベルに ®記号が付されている 場合でも
これは適用される。

お住まいの国における 認証ラベルまたは個
別商標の登録については 、 管轄のライセン
ス機関に問い合わせること。 詳細は右記を
参照。

®の代わりに 、 などの他の記号 を付加しては
ならない 。

本ガイドライン の最新版は、 フェアトレー
ド・インターナショナルのグローバル ウェブ
サイト で閲覧できる 。

免責事項

フェアトレード・インターナショナルは、
国際フェアトレード基準 および国際フェア
トレード原料調達 (FSI) 制度の要件に従って
フェアトレード条件で原料 を調達する企業
に対し、国際フェアトレード原料調達 (FSI)
ラベル の使用を許可する 。 FSIラベル を使
用する権利は、 当該企業が国際フェアト
レード原料調達の 契約書に記載の要件を遵
守し、署名することを条件とする。

FSIラベルを適用する権利は、ライセンス
契約に記載されている認証製品に対しての
み付与されるものであり、その製品を販売
する企業や団体について何ら表明するもの
ではない。

製品に名称が表示または添付されたライセン
シーまたは販売者は、当該製品の表示、包装
およびその他の情報について単独で責任を負
う。包装および表示が関連するすべての表示
関連法規および基準に準拠していること、な
らびにフェアトレード認証に関するすべての
主張および記述が正確であり、印刷時点で最
新であり、必要に応じて裏付けが可能である
ことを確保することは、ライセンシーまたは
販売者の責任である。

ライセンシーは、パッケージおよび 販促資
料において 、 FSIラベルおよび
「 FAIRTRADE／フェアトレード」 の文字が
常に正しく使用 されるよう 責任を負う 。

パート 4： 必須情報
免責事項
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パート 4： 必須情報
FSI ラベルの保護

アートワークの承認
各国フェアトレード機関のある国：

NFOの連絡先一覧: info.fairtrade.net または fairtrade.net/en/about/
fairtrade -global -network/fairtrade -organisations. html より検索

各国フェアトレード組織のない国：
フェアトレード・インターナショナルへメール：
license@fairtrade.net でお問合せ

お問合せ先
Fairtrade International e.V.
Bonner Talweg 177
53129 Bonn 
Germany
Tel +49 (0) 228 949 23 230
Fax +49 (0) 228 242 1713
www.fairtrade.net

【日本における連絡先】
特定非営利活動法人フェアトレード・ラベル・ジャパン
〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町11-6 英守東京ビル3階
www.fairtrade.net/jp -jp

認証ラベル ／登録商標
The FAIRTRADE Mark ：国際フェアトレード認証ラベルは、フェアトレー
ド・インターナショナルが所有し、ライセンスしている認証および商標で
す。国際フェアトレード認証ラベルは、フェアトレード・インターナショナ
ルまたはその指定サブライセンス機関である各国フェアトレード機関から事
前に書面による許可を得ることなく、コピー、複製、その他の方法で使用す
ることはできません。

© Fairtrade International 2026

クレジット
デザイン :Britta Frühling / www.fruhling.co.uk and PMS at Fairtrade International

イラストレーション :Anika Dallmer / www.frau -d.com and PMS at Fair trade 
International

写真撮影:Didier Gentilhomme

ライセンシーが必要な措置を講じなかった
場合、ライセンシーのライセンスの停止ま
たは解除および／または法的措置につなが
る場合がある。第三者による FSIラベルの不
正使用があった場合、その侵害行為につい
ても苦情処理手続きを通じて対応され、当
該組織に対し、当該製品を直ちに販売から
撤去するか、または販促資料の流通および
／またはウェブサイトからの掲載を直ちに
中止するよう通知される。

フェアトレード・インターナショナルは、
事前の許可なく、いかなる形式であれ FSIラ
ベルを複製、コピー、または関連付けるい
かなる当事者に対して、法的措置を講じる
権利を保有する。

コピーライト
FSIラベルガイドラインに掲載されているすべ
ての情報、図版、およびグラフィックは、
フェアトレード・インターナショナルが著作
権を有している。本ガイドラインのコンテン
ツの全部または一部の複製は、フェアトレー
ド・インターナショナルのブランド責任者ま
たはブランド・インテグリティ・マネー
ジャーの書面による許可を得た場合にのみ許
可される。

FSIラベルの保護

国際フェアトレード原料調達（ FSI）ラベル
は、フェアトレード・インターナショナル
（ FI）の独占的財産である。
フェアトレード機関は、市場における包装
や販促資料へのFSIラベルの使用状況を積極
的に監視しており、その信頼性を守るため
に適切な措置を講じる。
ライセンシーは、不正使用の疑いがある
事例を発見した場合は、フェアトレード・
インターナショナルまたは各国のフェアト
レード機関に報告することが推奨される。

不正使用

登録ライセンシーによる FSIラベルの不正使用
が発生した場合、その苦情および不正使用に
ついては、フェアトレードの苦情処理手続き
を通じて処理され、少なくとも以下の手続き
が実施される：
不正使用の報告は適切な苦情または不正使用
の登録簿に記録される。
FSIラベルを不正使用している企業または団体
には、文書および／または電話で連絡し、苦
情について調査を行う。
必要に応じて、期限内に是正措置が求められ
る。その期限は、違反が発生した媒体および
違反または不正使用の重大度に応じて決定さ
れる。
不正使用が是正されたことを確認するため、
フォローアップ措置が実施される。
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http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
http://fairtrade.net/en/about/fairtrade-global-network/fairtrade-organisations.html
mailto:フェアトレード・インターナショナルへのメールはlicense@fairtrade.net
mailto:フェアトレード・インターナショナルへのメールはlicense@fairtrade.net
http://www.fairtrade.net/
https://www.fairtrade.net/jp-jp.html
https://www.fairtrade.net/jp-jp.html
https://www.fairtrade.net/jp-jp.html
http://www.fruhling.co.uk/
http://www.frau-d.com/
http://www.frau-d.com/
http://www.frau-d.com/

	スライド 1: The  future is fair
	スライド 2: フェアトレード サステナビリティのための信頼できるパートナーとして
	スライド 3: はじめに
	スライド 4: 国際フェアトレード認証ラベル 概要
	スライド 5: パート1： FSIラベルの概要 インターナショナル版
	スライド 6: パート1：FSIラベルの概要 Max Havelaar 版
	スライド 7: パート 1: FSIラベルの概要  基本のルール
	スライド 8: パート1：FSIラベルの概要  認証ラベルの表示禁止例
	スライド 9: パート2：製品パッケージ FSIラベルと説明文の配置（基本のルール）
	スライド 10: パート2：製品パッケージ FSIラベルと説明文の配置
	スライド 11: パート2：製品パッケージ FSIラベルと説明文の配置
	スライド 12: パート2：製品パッケージ FSIラベルと説明文の配置
	スライド 13: パート2：製品パッケージ FSIラベルと説明文の配置
	スライド 14: 必須情報 FSI説明文
	スライド 15: 必須情報 FSI説明文
	スライド 16: 必須情報 FSI説明文
	スライド 17: 必須情報 任意説明文
	スライド 18: 必須情報 任意説明文
	スライド 19: パート 3：販売促進マテリアル  販売店でのB2C消費者向け表示
	スライド 20: パート 3：販売促進マテリアル  販売店でのB2C消費者向け表示
	スライド 21: パート 3：販売促進マテリアル  販売店でのB2C消費者向け表示
	スライド 22
	スライド 23: パート 3：販売促進マテリアル オフパックの法人コミュニケーション
	スライド 24: パート 3：販売促進マテリアル オフパックのB2B販促文
	スライド 25: パート 3：販売促進マテリアル  オフパックの中間発表とB2C表現
	スライド 26: パート4：必須情報 用語集
	スライド 27: パート4：必須情報 免責事項
	スライド 28: パート4：必須情報 FSIラベルの保護

